
，Ii 民憲章
わEくしE古は、 ~J担川と手買沼にかこまれ自問と~i1'巳は
ぐくまれ巨費高子由市民で菅。

わEくし)，!51;!，田圏罰酉文化富市在めざ苦市民としての箆
りをも古、明日ヘ由願いをこめて、ここに市民軍章を定めます。

水と僚と土のにおいガいっぱいの住みよいあびこ巳します

ゆと俸をき~Ä 生き生きと聞き 伸びゆくあびこ巳します
老人を大切!こし 子どもの事在育て 幸せ且あびこ!こします

ふるさとを霊し文{じを高め豊ガ忽あびこ巳します

みん(jで話しあいさまりを守り 明るいあUこ巳します

JZL幸lえ
@ 
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\1)1'~刺:ス主主捕逸i二
ぱ)ケァシル問、開

市
也
車
上
下
1
2
3
本
円
増
発
と
同
じ

刊
便
性
は
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
す
り

③
中
距
離
電
車
を
増
発
上
ト
合
わ
せ

て
日
本
を
増
発
、
テ

l
タ
イ
ム
て
は
、

別
分
間
隔
カ
日
分
間
隔
に
な
り
ま
す

H
H
成
回
線
l

①
デ

1
タ
イ
ム
と
夜
間
に
増
発
テ
l

タ
イ
ム
上
り
片
道
で
日
本
が
日
本
に
な

り
運
転
問
問
は
慨
ね
叩
分
間
隔
と
な
り

ま
す
u

ま
た
運
転
間
隔
の
広
か
っ
た
市
民

刊
時
前
後
に
、
日
時
3
分
我
孫
子
発
成

田
行
の
屯
車
が
増
発
さ
れ
ま
す
。

②
ラ
y
シ
ユ
時
2
本
を
上
野
直
通
に

朝
7
時ム
U

の
成
問
先
技
孫
子
行
日
本
か

上院
U

直
通
に
変
更
さ
れ
、
上
野
方
出
へ

の
通
勤
は
一
段
と
便
利
に
な
り
ま
す

l
新
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
の
間
合
先
l

我
孫
子
駅
官
(
出
)
0
3
4
4

天
王
ム
口
駅
官
(
担
)
6
3
3
6

U

州
北
吠
宮
一
回
)
2
0
1
5

布
日
駅
百
一
仙
川
一
2
G
3
0

2
月刊
M

白、

J
Rは
3
月
日
目
白
か
ら
の
新
ダ
イ
ヤ
を
発
表
し
ま
し
だ
。

朝
夕
ラ
ッ
シ
ュ
跨
の
混
雑
綾
霜
な
ど
を
柱
と
し
だ
こ
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、

常
磐
線
、
成
田
線
の
騎
送
力
も
大
き
く
戸
ツ
ブ
。
通
勤
、
通
学
ガ
一
層
便

利
に
な
り
ま
し
だ
。
ム
ラ
白
は
ダ
イ
ヤ
改
正
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

朝
夕
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
混
雑
を
緩
和

出
出
川
村
口
市
出
市
内

2
市
日
町
3
村
て
組

、
和
す
る
成
出
J

叩
伎
械
化
促
進
幼
成
会
、

二
会
長
大
井
我
孫

f
市
長
)
て
は

2

一
円
刊
日
、
辺
的
大
同
作
と
J
R
東
日
ド
本

一
日
日
に
什
し
、
成
田
恨
の
的
送
力
住
備
を

一
求
内
る
陳
情
を
行
い
ま
し
た

一
期
成
会
は
附
初
日
年
に
結
成
さ
れ
今

年
て
い
山
年
ロ
ニ
れ
ま
て
連
続
大
臣
か
一

始
め
と
す
る
問
問
地
問
へ
の
陳
情
旅

存
市
安
朝
日
丘
、
署
名
返
到
な
と
の
運
動

を
民
間
汁
こ
の
い
山
年
間
て
注
台
本
故
は

成
田
線
複
線
化
促
進
期
成
金

山
本
前
後
増
発
き
れ
る
主
主
、
着
実
主

成
果
を
半
け
て
き
ま
し
た

?
日
白
〉
市
木
古
之
、
ー
ド
o
j
つ

メ

ド

グ

h
i
l
u
-
-
s
r
d
i

来
日
本
F
果
逆
行
部
へ
の
陳
情
に
続
い

て
一
泊
朝
夕
ラ
ノ
シ
コ
時
円
増
発
山
口
取

H
L屯
車
内
延
長
一
叫
吠
施
設
の
佐
伯
必
一
年

間
内
搾
化
に
向
け
て
の
調
古
川
実
地
主

と
を
一
詐
え
た
今
年
度
2
凶
目
的
、
ιυ

の
I

J
n
n
東
日
本
本
村
て
は
山
之
内
副
社
長

に
ま
た
訂
原
注
桁

K
臣
に
付
し
て
は

f
Qを
只
公
開
催
中
の
川
へ
?
一
を
訪
h
-に

陳
情
書
を
子
沌
し
ま
し
た
一

辺
和
大
臣
、
J
R
ー
と
も
低
傍
辺
出

優
先
レ
一
の
お
引
か
り
出
比
一
却
化
の
早
期
実

現
に
つ
い
て
は
賂
色
を
不
し
た
も
の
の
、

山
町
内
席
て
市
長
か
特
に
要
望
し
た
ラ

F

ン
コ
時
内
地
先
と
HMa川
、
厄
車
内
延
長

に
つ
い
て
は
努
力
す
る
己
け
の
阿
川
九
日
ヰ
一
一
七

L
士
し
た

川
州
民
企
て
は
当
一
間
は
増
九
九
と
最
終

ド
屯
市
干
の
延
長
、
駅
地
設
の
特
仙
に
日
戸
川

え
一
川
り
主
カ
し
り
も

H
K
J一一円
H

戸
川
て
あ
る

在
型
干
し
こ
均
十
、
、
27変

L
U
止
り
浅
く

i
f
i
{
[
(
j
1
;
l
!
 

運
動
を
重
わ
て
い
く
五
針
て
す

3月5日(士)・ 6日(日)
午前10時から午後 5時

唖望む

へF
凶
の
タ
イ
ヤ
改
正
は
、
新
会
位
発
一
F
L
来
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う

足
以
来
初
め
て
行
う
I
R
全
社
規
怯
の
②
中
距
際
電
車
が
天
王
台
駅
に
停
車

ダ
イ
ヤ
改
正
全
制
で
の
増
発
本
数
2

い
ま
ま
で
天
王
台
駅
を
通
過
し
て
い

υ
1
3
卒
、
増
発
列
車
キ
口
敏
約
ロ
万
た
中
距
離
一
必
車
が
す
へ
て
停
申
し
ま
」
仁

9
0
0
0
M
と
、
同
村
山
時
代
に
も
例
が
天
王
台
駅
利
用
者
に
と
っ
て
は
中
距
能

主
い
大
規
棋
な
も
の
で
す
。
こ
の
7
ち

常

語

、

直

線

に

つ

い

て

は

、

通

勤

一

層

の

充

実

目

指

し

今

後

も

運

動

を

通
宇
時
の
混
雑
綬
和
と
テ
l
タ
イ
ム

(
昼
間
帯
)
内
総
送
力
強
化
を
院
に
次
町
東
西
に
揃
長
い
市
町
中
央
を
円
く
伐
っ
た
も
の
て
、
刊
間
刊
は
大
悩
に
向
上

過
り
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
進
は
市
内
大
動
脈
J

特
に
東
京
方
市
へ
し
た
わ
け
で
す
カ
、
成
山
械
の
け
取
持
必

H
常
磐
線
l

内
通
勤
・
通
学
者
向
多
い
本
市
に
と
一
つ
市
内
延
長
な
ど
ま
と
問
題
は
時
さ
れ
て

①
ラ
ッ
シ
ュ
時
的
快
速
電
車
毎
日
M

両
化
て
、
常
持
持
、
成
凹
搾
の
め
送
力
増
強
い
ま
ナ
ま
た
へ
川
搾
人
口
の
明
加
に
什

快
速
電
車
内
日
両
化
は
的
年
ロ
月
か
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
F

こ
い
、
一
三
て
迂
刊
き
れ
た
況
誰
半
カ
再

い
り
順
次
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
か
、
今
凶
の
た
め
市
で
は
、
関
係
機
関
へ
の
陳
情
ひ
」
円
す
る
こ
と
も

F
組
主
れ
ま
j

一
気
に
山
本
を
日
両
化
こ
れ
ま
で
2

等
、
何
時
々
な
運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
山
て
は
今
徒

L
治
搾
山
町
什
lr
一
協
力

7
1
%
だ

っ

た

ラ

ノ

ン

コ

時

の

混

雑

平

た

し

関

係

院

関

へ

間

き

か

け

、

市

民

の

足

は
1
9
5
%
に
綬
刊
さ
れ
、
通
勤
・
通
新
ダ
イ
ヤ
は
こ
れ
ま
で
の
運
動
が
実
的
一
層
の
充
実
ヰ
一
回
る
号
↓
ん
て
す
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保健センタ-fi>(87)1131 

品
4
同
健
康
ま
つ
り
か
、
3
月
5

6
日
円
前
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
て
行

われ札」ま
1
1
議
胡
や
俊
山
川
体
持
、
任

問
削
誌
な
と
健
康
な
生
活
を
活
る
た

内
向
ヒ
/
か
い
つ
は
い
こ
京
校
、

一一止
7

叫
お
請
い
へ
口
わ
せ
向
上
一
一
来
場

く
た
さ
い

@
講
演
「
長
寿
社
会
を
生
き
由
く
た

め
の
栄
護
」

f
H
G
日
一
日
一
午
後

1
時
、
知
日
日
一
伸
文
郎
氏
(
凶
よ
…
軍
長

研
克
一
附
附
長
一
人
時
に
は
子
約
か
M

也

市
町
て
す
け
ト
め
に
い
屯
話
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
へ
光
省
1
υ
ο
名一

。
健
康
チ
ヱ

y
ク
コ
ー
ナ
ー
血
任
、

t
z
t
f
1
、

}
:
z
t
、一

i
、
I

“wh川1
机
刊
+
人
川
町
川
げ

!
"
p
hリ
jγ
付
山
川

ZHJ

ハ
ラ
ン
ス
主
と
一
度
チ
工
ノ
ク
し
て

み
ま
せ
ん
か

@
健
康
体
操
コ

i
ナ
!
同
こ
り
、

収
痛
の
あ
る
人
主
ル
一
口
一
片
に
あ
J

た

体
内
動
か
し
方
を
見
つ
け
ま
し
ょ
〕

@
保
健
推
進
員
コ
ー
ナ
ー
広
h
し

の
工
夫
を
き
宅
に
し
て
み
ま
叶
ん
か

試
氏
も
お
取
し
み

@
栄
護
コ
ー
ナ
ー
ハ
一
フ
/
ス
円
シ

れ
た
食
事
を
し
て
い
ま
す
か
主
丘

上
に
よ
る
栄
養
相
誌
も
行
い
ま
す

@
健
康
ク
イ
ス
コ
ー
ナ
ー
一

3
月

日
日
の
み
一
健
康
ク
イ
ス
に
桃
叫
し

て
み
ま
し
ょ
う

@
歯
科
コ
ー
ナ
ー
ち
な
た
の
的
は

大
丈
丈
7

出
刊
医
に
よ
る
由
内
健
康

山
山
政
も
行
い
ま
す

@
薬
コ
ー
ナ
ー
主
剤
師
に
よ
る
正

し
い
義
的
飲
み
お
な
ど
の
相
誌
も
打

い
ま
す

種重)
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カ
ザ
ヘ
タ

L
、
間
九
円
以

i
刻
々
木
以

/
せ
ん
γvrw
ん
初
年
舎
を
受
け
て

い
O

む
宇
土
ゐ
一
計
い
ご
女
一
同
ム
U
M
糾坪山内ザ

士
仁
川
ヘ
1
る
一
そ
に
な
り
ま
し
た
、

一山

y
与
-
7
2
4
t
?
/
の
鳴
き
ん
は

端
、
も
円
う
被
保
持
一
長
L
i
y

い
j

ノい庄内山てい判

f
i
e
h喝

b

・・4
苫

I
tま

i
f
-
-

4
丹
治
氏
怯
隙
蜘
ヂ
カ

7
7
0
0
ド
に
一

内

包嫡dvr 出総728.，雪

確定申告はお済みですか

印綾

J

〉

1
3
3
;
~千
:uud)マ
b
g
j
ド

ワ
ヘ
g

二、

t
y
h刊
行

i
と
在
グ

2
良
工

む
糾
抑
止
刀
打
爪
山
内
対
応
を
と
川
内
め
れ
料
一
で

i

b

つ
ご
も
よ
ι?に
み

ケ

ム

a

g

h

t

ミ
プ
a
d
J
J
1
t
d
s

当
J

、J
t
日
f

子
、
か
、

E
淀
川
役
伐
の
人
を
a
A
え
て

い
く
任
椛
み
に
な
3

て
い
ま
ず

年
金
を

2
け
る
人
は
年
々
明
、
え
て
打

り

F

士
会
s
u
註
苧
恒
三
ふ
け
り
れ
る

ド
ヘ
た
L

へ
ん
多
〈
i

内
究
明
か
必
沼
ぬ

な
三
、
い
ま
す

w

ざ
エ
ら
押
印
徐
行
ι
刊
と
号
室
時
間

η
八一ワnn 

f
 

所
得
絞
品
、
注
記
入
校
担
本
芸
悦
的
確
定

申止
H

の
受
付
は
3
H
H
r
u
H
主
で
で
す

昨
限
定
中
血
討
を
し
な
け
れ
ば
な
り
在
い
人

は
止
め
よ
う
な
方
て
F
〉

つ
事
業
を
し
て
い
る
方
や
不
動
綴
収

入
内
為
る
カ
ョ
土
地
や
絞
杓
世
代
っ
た

そ
め
一
昨
州
付
金
制
い
か
、
然
保

受付

し
か
部
日
々
山
内
を
越
え
る

h

カ
ら
給
与
を
呈
け
て
い
る
万
な
と
ー

路
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
h
な
い

お
が
、

3
月
四
日
ま
て
に
申
告
し
な
カ

っ
た
吟
へ
円
、
垣
市
中
止
日
加
詳
悦
や
怒
滋
税

が
浦
部
制
祝
さ
れ
る
ほ
か
、
制
限
内
申
去
を

肉
体
写
の
;
向
け
か
わ
第
δ
Jす
技
保
持
九
者

じ
段
々
し
て
い
る
の
仁
、
そ
の
旨
的
組

け
山
川
な
パ
ザ
」
す
役
山
一
仰
し
て
い
る
入
山
埼
へ
m

mm
年
7
mけ
ま
と
仁
川
州
け
山
山
長
一
汀
わ
な
い

卓
上
田
川
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶

使
い
mw
る
か
、
ガ
ス
抜
き
を
し
て

ン
口
淑
ボ
ン
ベ
や
ね
ま
せ
ん
!

'
T、
山
同
等
仰
杭
議
事
ぷ
ノ
ベ
品
、
ス
7
レ
l
お
な
ど
は

め
山
門
泌
が
似
内
号
、
え
る
と
い
う
い
や
仙
叫
が
カ
ス
抜
さ
を
十
八
万
十
る
カ
使
い

桜
島
て
い
蕊
す
“
ふ
れ
は
、
グ
ス

M
W

っ
た
~
1

抜
き
が
不
十
分
め
ま
ま
山
山
さ
h

れ

れ

に

~

¥

も
内
刀
本
山
内
で
出
務
担
当
」
れ
火
災

を
心
引
主
起
こ
し
て
い
る
の
ご
す
乙

こ
れ
ま
で
字
い
に
む
し
入
き
な
事
設

に
は
h
L

勺
て
い
ま
せ
ん
が
、
ひ
と

コ
問
主
一
ょ
た
号
事
こ
ち
主
リ
シ

J

I

F

L
二

1
3
i
ι
2
1
2

即
物
け
山
出
合

i
hバ
後
ら
、
約
め

に
山
山
て
校
生
年
金
や
比
一
同
年
λ

せ
い
加
入

ナ
る
よ
、
ァ
に
な
，
だ
し
し
為
六
円
台
紫
な

土
て
印
刷
人
が
問
け
ら
れ
る
よ
フ
に
な
，
た

と
忌
、
あ
る
い
は
二
主
人
が
料
品
を
討

の
と
り
鈴
め
先
か
変
わ
う
た
と
き
な
J

は
、
年
金
係
へ
届
け
出
ケ
必
要
で
す
り

こ
の
滋
け
訟
を
忠
れ
る
と
は
来
年
世
が

ztけ
ら
れ
な
ど
な
る
お
そ
れ
カ
お
り
ま

す
の
で
ョ
ご
総
裁
く
だ
さ
い
〉

保
険
料
の
識
は
あ
;
サ
叱

持
}
l
i
l
i
-
-
l

、

M
Mハ
ザ
全
内
開
不
愉
八
件
い
は
も
7
4
m
め
ま
品
戒
を
た
え
る
品
問
代
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